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令和８年産　特別栽培農産物（コシヒカリ）にかかる誓約書

　　　　　　　　　　農業協同組合　御中　
　　　　　　　　　　　　　　（以下甲という）は、「特別栽培農産物（コシヒカリ）」（以下　特栽コシヒカリという）の生産・出荷にあたって甲が住所を有する農業協同組合（以下乙という）と下記について、誓約するものとする。

（栽培基準の遵守）

甲は、国の定める「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」に基づき乙が定めた特栽コシヒカリ栽培基準を遵守するものとする。なお、乙および栽培責任者、栽培確認者がほ場、栽培記録用紙等の確認により栽培基準を遵守していないと判明した場合は、使用する種子により「慣行栽培（コシヒカリBL）」または「慣行栽培（コシヒカリ）」として取り扱うものとする。
（使用種子）

甲が特栽コシヒカリに使用する種子について「コシヒカリ富山BL」を用いた場合は、他のほ場での「コシヒカリ」種子等の栽培と明確に区分し栽培・出荷するものとする。

万が一、生産者段階で混合したことが原因による損害が発生した場合は、甲は全ての賠償責任を負うものとする。

（生産計画等の申請）

甲は乙に甲が栽培する生産ほ場の番号および所在地、栽培面積・予想される収穫量および出荷量、収穫面積、収穫量を乙が定める期日まで乙が定める様式で提出する。
（表示板の取扱）

　甲は、乙が配布する指定の表示板に必要事項を記載し生産ほ場に立てるものとする。

（栽培記録用紙の記入・提出）

甲は、乙が配布する指定の栽培記録用紙に生産ほ場での栽培内容を作業終了ごとに記載するものとし、乙の指定した期日に提出するものとする。

（離脱時の届出）

甲がやむを得ない事由、もしくは気象等により特別栽培農産物の栽培基準を満たさない栽培を余儀なくされた場合は、乙が別に定める様式にて、乙に特別栽培農産物栽培離脱届を提出するものとする。また、乙および栽培責任者、栽培確認者による生産ほ場、栽培記録用紙等の確認により特別栽培農産物の栽培基準を満たさない栽培を行っていた場合も同様とする。
（離脱時の生産物出荷）

上記の届出をした対象米穀を乙へ出荷するにあたって、「コシヒカリ富山BL」種子で栽培した場合は、その旨を告げ「コシヒカリ」等とは区分して出荷するものとする。

（米穀出荷時の表示）

甲が特栽コシヒカリを出荷する際には、国のガイドラインによる表示をした包装容器で乙に出荷するものとする。

この誓約の証として、甲は、正１通を乙に提出するものとする。
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